
4.1.N2	ライフ・医療応用

4.1.N2.01　医用材料（バイオマテリアル）

領域の定義

医療応用を目的に、生体および生体構成成分（組織、細胞、体液、核酸、タンパク質など）に接して
利用される材料およびその構築物を追究する研究開発領域である。損傷組織を修復・代替するための
再建外科材料や人工臓器、再生医療材料、バイオ接着剤、そして治療の補助や治癒の促進をする材
料、細胞の培養基材などが対象となる。また、生体由来物質と人工材料を複合した新機能材料の開発
や、ファブリケーション技術の高度化も進む。応用ニーズの多様化・高度化に伴い、生体機能再現技
術の高度化、材料－生体間相互作用の体系的理解や精密制御、材料の多機能化などが求められる。

図4.1-N2.01-1　医用材料（バイオマテリアル）領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 251CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N2.01-2　医用材料（バイオマテリアル）領域における論文数の動向②

252 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）

研
究
開
発
領
域
別
の
分
析

4



図4.1-N2.01-3　医用材料（バイオマテリアル）領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 253CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N2.02　ナノメディシン

領域の定義

ナノテクノロジーや材料科学の技術を活用しながら、革新的な医療技術の創出を目指す研究開発領域で
ある。薬剤や核酸などの医薬用分子を腫瘍などに選択的に送達する薬剤送達システム（DDS）や、高
精度医療に資するセンサやプローブ（造影剤）、診断と治療を一体的に行うナノセラノスティクスなどの
研究開発が進められている。また、細菌や植物細胞に対する薬物等の導入技術の開発も試みられている。

図4.1-N2.02-1　ナノメディシン領域における論文数の動向①

254 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N2.02-2　ナノメディシン領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 255CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N2.02-3　ナノメディシン領域における特許ファミリー件数の動向

256 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N2.03　バイオセンシング

領域の定義

生体由来の物質や信号を検出・分析する技術開発に基づき、生命科学研究や医療・ヘルスケアのため
の計測・診断デバイスの創出を目指す研究開発領域である。核酸やバイオマーカーとなる小分子、病
原体、薬物、さらには生体の物理的応答などが分析対象となり得る。新規な検出原理の創出のみなら
ず、微量試料から対象物質を分離する技術、検出の高速化・高感度化・高集積化・マルチモーダル化、
Organ–on–a–Chip技術によるヒト臓器の再現、デバイスのウェアラブル化、非接触・遠隔診断技術な
どの研究が進められている。センシング素子やデバイスの設計に加え、データ解析や生体由来物質や細
胞の扱いなども重要となるため、幅広い分野の連携が求められる。

図4.1-N2.03-1　バイオセンシング領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 257CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N2.03-2　バイオセンシング領域における論文数の動向②

258 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N2.03-3　バイオセンシング領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 259CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N2.04　生体イメージング

領域の定義

生命現象の理解を目的として、生体内の情報を画像として取得する手法を追究する研究開発領域である。
生体を構成する物質（生体組織、細胞、細胞内オルガネラ、核酸・タンパク質・糖・脂質などの高分子、
代謝物、イオン等）の分布や形態、数を時空間的に可視化する。さらに、物質間相互作用や、生体内
局所の温度、物理的力なども観察対象となり得る。種々の物理・光学現象、装置設計、プローブ設計、
画像処理、機械学習によるデータ解析など、多岐にわたる要素技術開発から成る学際的技術であるた
め、生命科学のみならず幅広い分野の連携が求められる。

図4.1-N2.04-1　生体イメージング領域における論文数の動向①

260 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N2.04-2　生体イメージング領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 261CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N2.04-3　生体イメージング領域における特許ファミリー件数の動向

262 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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